
　

一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
５０
・

４
㌫
、
支
出
率
３８
・
２
㌫
で
、 

特

別
会
計
合
計
は
、
収
入
率
３１
・
７

㌫
、
支
出
率
３４
・
８
㌫
。
企
業
会

計
は
、
収
入
率
４６
・
０
㌫
、
支
出

率
４０
・
８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
は
、
建
設
事

業
の
工
事
費
や
委
託
料
が
、
事
業

完
了
し
て
か
ら
支
出
さ
れ
る
の
で
、

支
出
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど

特
定
事
業
の
会
計
で
す
。
収
入
で

は
、
国
や
県
の
補
助
金
、
市
債
が

事
業
完
了
後
に
、
一
般
会
計
の
繰

入
金
が
年
度
末
の
収
入
の
た
め
、

収
入
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
は
建
設
事
業
費
な
ど
が
あ
り
、

事
業
完
了
後
の
支
出
と
な
る
た
め
、

上
半
期
の
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
、

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
、
診
療
所
を
運
営
す
る
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
事
業
の
５
つ
が
あ
り

ま
す
。
水
道
施
設
の
建
設
事
業
費

や
、
病
院
の
施
設
改
修
事
業
費
、

医
療
機
器
な
ど
の
建
設
事
業
費
な

ど
が
あ
り
、
一
般
会
計
と
同
じ
よ

う
に
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

市
債
の
状
況
を
表
４
に
、
基
金

の
状
況
を
表
５
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

１１
月
１
日
号
で
２２
年
度
末
の
市

債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
上
半
期
で
は
、
お

よ
そ
２１
億
４
７
４
６
万
円
を
返
済

し
、
９
月
３０
日
現
在
の
借
入
残
高

は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
ま
で
合
わ
せ
て
５
５
１
億

５
９
０
０
万
円
、
市
民
１
人
当
た

り
で
は
１
０
０
万
５
１
３
９
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
９
月
３０
日
現
在
の
基
金

は
、
２７
億
９
７
７
３
万
円
の
財
政

調
整
基
金
、
２４
億
８
１
８
９
万
円

の
地
域
振
興
基
金
な
ど
一
般
会
計

分
に
積
み
立
て
る
基
金
で
１
０
６

億
６
１
１
３
万
円
で
し
た
。

　

ほ
か
に
運
用
す
る
基
金
と 

し

て
、
公
共
事
業
用
地
の
先
行
取
得

を
行
う
土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
奨
学
資
金
貸
与

基
金
な
ど
が
あ
り
、
土
地
代
金
や

貸
付
金
を
含
め
、
運
用
基
金
総
額

は
１２
億
２
５
５
６
万
円
で
し
た
。

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
ま
で
含

め
た
基
金
総
額
は
、
１
２
９
億
４

２
８
３
万
円
で
、
市
民
１
人
当
た

り
２３
万
５
８
５
２
円
と
な
り
ま

す
。

　

下
の
表
１「
補
正
予
算
の
状
況
」

の
よ
う
に
一
般
会
計
は
３６
億
８
６

７
０
万
円
（
繰
越
明
許
費
の
１７
億

２
６
２
６
万
円
含
む
）、
特
別
会

計
は
２
億
５
７
９
２
万
円
、
企
業

会
計
は
１
１
７
８
万
円
の
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。
総
額
で
は
一

般
会
計
が
２
９
８
億
５
６
７
０
万

円
、
特
別
会
計
は
合
計
で
１
４
３

億
９
５
８
４
万
円
、
企
業
会
計
は

７２
億
０
２
２
８
万
円
で
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
４

月
に
は
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

を
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
３
県
へ
送
金
す
る
予
算
５
０
０

０
万
円
を
計
上
。
６
月
に
は
、
震

災
復
旧
支
援
関
連
と
し
て
支
援
物

資
の
購
入
や
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
費
用
な
ど
に
１
６
０
０

万
円
、
安
心
子
ど
も
基
金
文
庫
設

置
に
３
４
０
万
円
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。
９
月
に
は
恵
那
駅
前
通

り
の
ま
ち
な
か
多
目
的
広
場
に
耐

震
性
貯
水
槽
を
設
置
す
る
経
費
や

小
中
学
校
な
ど
に
防
災
備
蓄
倉
庫

の
設
置
、
コ
ミ
セ
ン
耐
震
補
強
工

事
の
設
計
費
、
病
院
施
設
な
ど
の

整
備
へ
の
基
金
積
立
な
ど
に
１５
億

１
２
０
０
万
円
、
ま
た
台
風
１５
号

豪
雨
災
害
の
復
旧
費
に
３
億
６
０

０
０
万
円
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
で
前
年
度
剰
余

金
の
基
金
積
立
や
前
年
度
国
庫
負

担
金
な
ど
の
精
算
、
介
護
保
険
特

別
会
計
で
前
年
度
精
算
に
よ
る
返

還
金
な
ど
で
増
額
の
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

　　

一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

が
、
予
算
額
に
対
し
て
６２
・
３
㌫

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
や
株
式

譲
渡
所
得
割
交
付
金
、
市
債
は
、

年
度
末
に
納
入
さ
れ
る
予
定
で
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、
事

業
の
完
了
後
に
納
入
さ
れ
る
予
定

の
た
め
、
非
常
に
低
い
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
支

出
す
る
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金

を
返
済
す
る
お
金
）
は
、
支
出
率

も
順
調
で
す
が
、
衛
生
費
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
は
、
建
設
事

業
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
て
、
事

業
を
完
了
し
て
か
ら
の
支
出
が
多

く
な
る
た
め
、
支
出
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
民
生
費
は
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
繰
出

金
が
下
半
期
に
支
払
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
支
出
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、市
全
体
の
歳
入
、

歳
出
の
状
況
と
同
様
に
、収
入
率
、

支
出
率
と
も
例
年
通
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

区分 現在高 市民一人当たり

一般会計 ３５６億９，０３５万円 ６５万０，３７０円

特別会計 １５８億１，７７２万円 ２８万８，２４０円

企業会計 ３６億５，０９３万円   ６万６，５２９円

市債総計 ５５１億５，９００万円 １００万５，１３９円

区分 現在高 市民一人当たり

積み立てる基金 １１５億９,６４３万円 ２１万１，３１７円

 一般会計の基金 １０６億６，１１３万円 １９万４，２７３円

 特別会計の基金 ９億３，５３０万円 １万７，０４４円

運用する基金 １２億２，５５６万円 ２万２，３３３円

企業会計の基金 １億２，０８４万円          ２，２０２円

基金総計 １２９億４，２８３万円 ２３万５，８５２円

支
出
済
額
は
予
算
の
３７
・
６
％

本
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６９億３，５１７ ４３億１，８２４ ６２.３％
地方譲与税 ３億９，５００ １億０，５１０ ２６．６％
利子割交付金 １，８００ ８９１ ４９.５％
配当割交付金 ８３０ ４１６ ５０．１％
株式等譲渡所得割交付金 ４００ ０ ０.０％
地方消費税交付金 ５億２，１００ ２億８，８２４ ５５．３％
ゴルフ場利用税交付金 １億２，１００ ５，００４ ４１．４％
自動車取得税交付金 １億０,５００ １，２８７ １２．３％
地方特例交付金 １億２，９００ ９，７５６ ７５.６％
地方交付税 ９０億８，７２２ ６７億２，０３４ ７４．０％
交通安全対策特別交付金 ６００ ３２４ ５４．０％
分担金及び負担金 ３億４，３５３ １億４，５０４ ４２．２％
使用料及び手数料 ４億２，７６０ １億９，８６４ ４６.５％
国庫支出金 ２９億０，２７４ ７億４，４１１ ２５．６％
県支出金 ２０億６,２７４ ２億３，１３１ １１．２％
財産収入 １億０，１３５ ４，６１４ ４５．５％
寄付金 ７９２ ８１３ １０２．７％
繰入金 ２億１，３５３ １ ０.０％
繰越金 １８億３，５１５ １８億３，５１５ １００.０％
諸収入 ６億３，００５ ２億２，２０７ ３５．２％
市債 ４０億０，２４０ ０ ０％
合計 ２９８億５，６７０ １５０億３，９３０ ５０．４％

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億８,０８０ １億６，８４４ ６０.０％

総務費 ４３億９，８６２ １６億４，４７８ ３７．４％

民生費 ６７億５，５６１ ２９億１，３７２ ４３．１％

衛生費 ４１億８，８３６ １１億０，３９０ ２６．４％

労働費 ４，８５１ ４，８２１ ９９．４％

農林水産業費 １３億６，５１６ ３億２,５２６ ２３．８％

商工費 ７億２，７１４ ３億６，５９９ ５０．３％

土木費 ３０億０，３５３ ８億５，９１１ ２８．６％

消防費 １０億１，１５５ ４億６,８５５ ４６．３％

教育費 ３５億３，１４４ １５億４,４９７ ４３．７％

公債費 ４０億９，２８３ １９億７，０４３ ４８．１％

予備費 ３，０００ ０ ０．０％

災害復旧費 ４億２，３１５ ３０４ ０．７％

合計 ２９８億５，６７０ １１４億１，６４０ ３８．２％

内     訳 当初予算額 補正額 合計

一般会計 ２６１億７，０００万円 ３６億８，６７０万円 ２９８億５，６７０万円

特別会計 １４１億３，７９２万円 ２億５,７９２万円 １４３億９，５８４万円

企業会計 ７１億９，０５０万円 １，１７８万円 ７２億０，２２８万円

合計 ４７４億９，８４２万円 ３９億５，６４０万円 ５１４億５,４８２万円

表 1　補正予算の状況

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は歳出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

市
税
の
収
入
率
は
６２
・
３
％

３９
億
６
千
万
を
増
額
補
正

一
般
会
計
５０
・
４
％
が
収
入
済

市
の
借
金
は
５
５
２
億
円

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略

収入

支出

収入

支出

一般会計 一般会計

特別会計 特別会計

企業会計企業会計

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１４３億９,５８４

２９８億５,６７０

６８億２,１９５

１４３億９,５８４

２９８億５,６７０

７２億０,２２８

４５億５,７３５

１５０億３,９３０

３１億３,８５６

１１４億１,６４０

５０億０,５９５

２９億３,６７６

収入率５０．４％

収入率３１．７％

収入率４６．０％

支出率３８．２％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率３４．８％

支出率４０．８％

予算額予算額

（万円）（万円）

（億円）（億円）

支出額
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収入額



　私たちは、日常生活の中で風呂や台所、トイレな

ど、さまざまな形で水を使っています。上水道は、

おいしく安全な水をつくり、下水道は、衛生的な生

活を送る上で、大切な役割を果たしています。

　市には、１つの上水道と１７の簡易水道、６つの

公共下水道と６つの農業集落排水があります。

　昨年度の上水道事業と簡易水道事業、下水道事業

（公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別

会計）の決算が９月議会で認定されました。上水道

事業と下水道事業の経営指標と現状についてお知ら

せします。

　　上下水道課（内線１６１．１６５）

　料金回収率は、上水道事業は１１２．３㌫、簡易

水道事業は５９．２㌫です。上水道事業の給水原価

１９６．７円／立方㍍に対し、供給単価２２０．９円／

立方㍍で１００㌫を超えており、給水に要する費用

は水道料金で賄われています。簡易水道事業の給

水原価３１８．４円／立方㍍に対し、供給単価１８８．６

円／立方㍍となり、差額の１２９．８円／立方㍍は、

一般会計から補っています。簡易水道事業の料金

回収率が低いのは、地理的条件などに恵まれない

事業のためです。

　地方債現在高は、過去に高利で借り入れたもの

の一部を繰り上げて償還し、上水道事業は２億６５

６万円、簡易水道事業は２億３，０８９万円の減額と

なりました。

２１年度 ２２年度 増減

処理区域内人口 ３万４，７０４人 ３万４，７７５人 ７１人

水洗便所設置済人口 ３万０，１４１人 ３万０,３６３人 ２２２人

水洗化率（処理区域内人口のうち水洗便所を
設置している人の割合）

８６．９％ ８７．３％ ０．４

年間有収水量（使用料対象となる水の使用量） ３３０万５，４７３立方㍍ ３４２万８，１８２立方㍍ １２万２，７０９立方㍍

使用料収入 ６億６，８４２万円 ６億９，６３９万円 ２，７９７万円

使用料単価（有収水量1立方㍍当たりの使用料） ２０２．２円／立方㍍ ２０３．１円／立方㍍ ０．９円／立方㍍

汚水処理費 ６億５，８９７万円 ６億７，０８７万円 １，１９０万円

汚水処理原価
（下水道施設の建設や維持管理に要した経費）

１９９．４円／立方㍍ １９５．７円／立方㍍ ▲３．７円／立方㍍

経費回収率 １０１．４％ １０３．８％ ２．４

地方債残高 １０８億６,６３９万円 １０３億９，５６４万円 ▲４億７，０７５万円

　水洗便所設置済人口が２２２人増加したことによ

り水洗化率は、昨年度より０．４ポイント上昇しま

した。汚水処理費のうち使用料収入で賄っている

割合の経費回収率は、１００㌫を上回り、昨年度よ

り２．４ポイント上がりました。

　これは、処理場やポンプ施設などの維持管理経

費に対して、昨年に比べ使用料金の収入が増加し

たことによります。

　地方債残高は、過去に借りている地方債を計画

的に償還を行い、昨年度に比べ、約４億７千万円

の減額となりました。今後も、より一層の経費節

減と水洗化率の向上に取り組んでいきます。

洞
道
下
、
下
沼
、
竪
岩

□
調
査
面
積　

１
・
１３
平
方
㌔

□
調
査
筆
数　

７
５
２
筆

□
登
記
完
了
日　

１０
月
２１
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
と
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
な
ど
が
協
力
し
、

離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
て
困
っ

て
い
る
方
や
、
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
が
な
く
（
ま
た
は
受
給
を
終

了
し
て
）
就
職
活
動
中
で
生
活
費

に
困
っ
て
い
る
方
に
、
第
二
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
窓
口　

▽
訓
練
・
生
活
支
援
給

付
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那　

▽
総

合
支
援
資
金
貸
付
、
臨
時
特
例
つ

な
ぎ
資
金
貸
付
＝
社
会
福
祉
協
議

会　

▽
住
宅
手
当
＝
福
祉
事
務
所

（
社
会
福
祉
課
内
）

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
（
恵
那

公
共
職
業
安
定
所
）
志
２
６
―
１

３
４
１
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
志

２
６
―
５
２
２
１
、
福
祉
事
務
所

（
社
会
福
祉
課
）（
内
線
１
３
３
）

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税

の
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
障

害
年
金
と
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
の
方
に
は
、
１１
月
上

旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶

養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
１２
月
１
日
㈭
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
っ
て
、
翌
年
に

受
け
取
る
年
金
に
課
税
さ
れ
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控

除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
源
泉

徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

□
対
象　

▽
６５
歳
未
満
＝
年
金
額

が
１
０
８
万
円
以
上
の
方　

▽
６５

歳
以
上
＝
年
金
額
が
１
５
８
万
円

以
上
の
方

　
　
　
　

多
治
見
年
金
事
務
所
志

０
５
７
２
―
２
２
―
０
２
５
５

　
市
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
１１
月
１
日
付
け
で
リ
ニ
ア
ま

ち
づ
く
り
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

□
名
称　

企
画
部
企
画
課
リ
ニ
ア

ま
ち
づ
く
り
室

□
職
員　

▼
室
長 （
兼
務
）
小
林
敏

博　

▼
次
長　

西
尾
功　

▼
係
員

（
兼
務
）　

大
野
明
博
、市
川
新
祐
、

林
雅
樹
、
遠
山
和
真
、
坂
崎
香
織

□
事
務
内
容　

①
リ
ニ
ア
を
生
か

し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

②
リ
ニ
ア
東
濃
駅
（
仮
称
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

③
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
へ
の

協
力
に
関
す
る
こ
と

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
４
）

　

１１
月
１３
日
、
応
募
総
数
５
０
５

点
の
う
ち
か
ら
入
賞
者
を
決
定
し

た
第
３０
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
が
、
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者　

▽
市
長
賞
＝
井

道
涼
太
（
明
智
小
学
校
３
年
）
▽

市
議
会
議
長
賞
＝
市
川
正
幸
（
西

中
学
校
２
年
）
▽
市
教
育
長
賞
＝

日
笠
愛
良
（
三
郷
小
学
校
６
年
）、

神
尾
羽
菜
（
中
野
方
小
学
校
２

年
）、
伊
藤
来
夢
（
明
智
中
学
校

３
年
）、
寺
澤
紗
里
奈
（
明
智
中

学
校
３
年
）
▽
市
消
防
長
賞
＝

小
栗
ま
ほ
和
（
北
小
学
校
３
年
）、

千
藤
陽
洸
（
東
中
学
校
１
年
）

　
　

予
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

□
と
き　

１１
月
２９
日
㈫
午
後
１
時

半

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
テ
ー
マ　

い
ま
や
ろ
う
工
場
改

革
！
～
利
益
創
出
を
目
指
し
て
～

□
講
師　

宮
川
良
明
氏
（
も
の
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）　

□
料
金　

無
料

　
　

中
小
企
業
相
談
所
（
恵
那
商

工
会
議
所
）
志
２
６
―
１
２
１
１

　

次
の
２
地
区
の
地
籍
調
査
が
終

了
し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登
記

完
了
面
積
は
１
４
３
・
１６
平
方
㌔

と
な
り
、
完
了
率
は
３１
・
６
㌫
と

な
り
ま
し
た
。

【
上
矢
作
町
本
郷
地
区
】

□
調
査
範
囲　

上
矢
作
町
字
新

市
場
、
中
島
、
城
山
、
山
越
、
下
広ひ

ろ

表
お
も
て

、
上
広
表
、
高
平
、
本
地
、
末
広
、

陣
屋
洞
、
東
石
洞
、
長
根
、
上
市
ノ

瀬
、
下
市
ノ
瀬
、
板
取
久
保
、
向
井

戸
、
下
モ
田
の
い
ず
れ
も
一
部

□
調
査
面
積　

０
・
５５
平
方
㌔

□
調
査
筆
数　

１
２
８
３
筆

□
登
記
完
了
日　

１０
月
１４
日

【
山
岡
町
原
３
地
区
】

□
調
査
範
囲　

山
岡
町
原
字
黒
ケ

谷
、
足
沢
、
洞
口
、
中
洞
、、
中

１２
月
１
日
昭
ま
で
に
扶
養

親
族
等
申
告
書
の
提
出
を

紹
介

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
室
を

設
置

案
内

経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
工
場
改

革
を
講
演

防
火
を
Ｐ
Ｒ
す
る
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
を
表
彰

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

離
職
に
よ
っ
て
住
居
な
ど

に
困
っ
て
い
る
方
を
支
援

上下水道事業の財政状況を公表

問

問

問

問

問

問

申
・
問

上水道事業 簡易水道事業

給水区域内人口 ３万１，２７５人 ２万３，０１１人

給水人口 ３万０,７２５人 ２万１，６６１人

普及率 ９８．２％ ９４．１％

年間有収水量（水道料金の対象となった水量） ３７４万２，０１３立方㍍ ２１２万１，２５７立方㍍

有収率（有収水量を浄水場から配水された配水量で除した値） ８８．３％ ８１．８％

料金収入 ８億２,６４６万円 ４億０，００２万円

供給単価（１立方㍍当たりの水道料金） ２２０．９円／立方㍍ １８８．６円／立方㍍

総費用 ７億３，６１３万円 ６億７,５３９万円

給水原価（１立方㍍当たりの水道水を作るための費用） １９６．７円／立方㍍ ３１８．４円／立方㍍

料金回収率（給水にかかる費用のうち水道料金で回収する割合） １１２．３％ ５９．２％

地方債現在高 １３億８，２６４万円 ５７億１，８４０万円

上水道事業

下水道事業

▲井道涼太君の作品

▲地籍調査の境界杭
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申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略



と　き
ところ
　

１４日㈬午後６時～９時（受け付けは８時まで）
２２日㈭午後２時～５時
中コミセン１階第５会議室
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線６３７）

１２月の相談

と　き
ところ
　

１０日㈯午後１時～３時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

６日㈫午後１時～３時
岩村コミセン第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

６日㈫午後１時～３時
山岡コミセン会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

７日㈬午後２時～４時
明智コミセン２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ

７日㈬午後１時～３時
串原コミセン和室
串原振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
　

８日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

●法律相談（要予約）●人権相談

●行政相談

●結婚相談（要予約）

●こころの健康相談（要予約）

●消費者生活相談

●家庭・地域・職場なんでも相談

●福祉総合相談

と　き
ところ
　

２日㈮・１６日㈮午後１時～４時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　　

９日㈮午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２２日㈭午後１時～４時
山岡振興事務所相談室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前１０時～午後３時
市役所社会福祉課内こころの相談窓口
社会福祉課志２６-２１１１（内線２６２）

と　き
ところ
　

毎週㈪㈫㈭㈮午前９時～午後４時
市役所商工観光課
商工観光課内消費者生活相談窓口志２６-２１３１

と　き
ところ
　

１４日㈬午前１０時～午後３時
明智振興事務所相談室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１２３）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
市役所１階地域包括支援センター内
地域包括支援センター志２６-２１１１（内線１２７）

と　き
ところ
　

１７日㈯午後２時～４時
岩村コミセン２階第二研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８１）と　き

ところ
　

９日㈮午前９時～１１時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２１日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２２日㈭午後１時～３時
山岡コミセン会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

７日㈬午後２時～４時
明智コミセン会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

８日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線２３）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
●ねんきん相談（要予約）

問

問

問

問

問

問

問

問

　住民基本台帳法により、住民基本台帳の閲覧者の

公表が、年に１回義務付けられていますので、次の

通り公表します。　住民基本台帳を閲覧できる方は、

国か地方公共団体、個人か法人で調査研究の成果を

社会に還元する団体などに限られています。

　　市民課（内線１４１）

　

国
税
庁
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
に
伴
い
、
青
森
県
や
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県

の
５
県
に
納
税
地
が
あ
る
方
は
、

こ
と
し
３
月
１１
日
以
降
の
国
税
に

関
す
る
申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限

を
延
長
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
や
宮
城
県
の
次
の
地
域

は
、
被
災
後
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
１２
月
１５
日
㈭
ま
で
延
長
し
ま

す
。
こ
の
日
以
降
で
も
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
災
害
な
ど
で
申
告

や
納
付
な
ど
が
困
難
な
方
は
、
個

別
に
税
務
署
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
の
延
長
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
国

税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.n
ta

.g
o.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
対
象
の
地
域　

▽
岩
手
県
＝
宮

古
市
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
釜
石
市
、
住
田
町
、
大
槌
町
、

山
田
町 

▽
宮
城
県
＝
気
仙
沼
市
、

多
賀
城
市
、
南
三
陸
町

　
　

中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３

―
６
６
―
１
２
０
２

　笠置町はユズの産地。ユズをモチーフにした「ゆ

ずもちゃん」は、笠置町のキャラクターです。

　ユズは酸味が強く、さわやかな香りが特徴です。

果汁は調味料などに利用され、日本人には、おな

じみの食材です。

　えなてらすには、ゆずポン酢や、ゆず茶、ゆず

カステラ、ゆべしなど、笠置町のユズを使った商

品がたくさんあります。また笠置町の住民で組織

する団体「ふれあいハーモニー」がつくる焼肉の

タレもあります。笠置町ではマレットゴルフやボ

ルダリング、登山など、スポーツも楽しむことが

できます。さわやかに汗をかいた後、風味豊か

な、ゆず茶などはいかがですか。今が

旬のユズ。ぜひ、ご賞味ください。

　　市観光物産館えなてらす

（市観光協会）志２５-４０５８　

地域商品の紹介 ～笠置町～

問

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
、
支
払
っ
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
、
１０
月
下
旬

か
ら
１１
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
に
は
、
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
１０
月
１
日

か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
、
こ
と
し

初
め
て
納
付
す
る
方
は
、
来
年
１

月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

□
控
除
の
対
象
　
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
に
納
付
し
た
保
険
料

□
照
会
の
期
間
　
平
成
２４
年
３
月

１５
日
㈭
ま
で
の
年
末
年
始
を
除
く

平
日

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
か
ら

午
後
５
時
１５
分
。
第
２
土
曜
日
は

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時

　
　
日
本
年
金
機
構
志
０
５
７
０

―
０
７
０
―
１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら 

は
、
０
３
―
６

７
０
０
―
１
１
３
０

案
内

社
会
保
険
料
の
控
除
証
明

書
が
発
行
さ
れ
ま
す

１年間の住民基本台帳の閲覧者を公表・ ・

□国や地方公共団体の閲覧請求（平成２２年１１月１日～平成２３年１０月３１日）

□個人や法人の閲覧請求（平成２２年１１月１日～平成２３年１０月３１日）

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る

国
税
の
申
告
な
ど
が
延
期

案
内

≪平日の時間外の発行≫

　市民課では、窓口サービスを午

後６時まで行っています。

□内容　住民票や外国人登録記載

事項証明、戸籍、印鑑証明の発行

と印鑑登録

※午後５時１５分以降は、転入や

転出など上記以外の業務は取り

扱っていません。また代理の方の

申請には、委任状が必要です。

≪土・日・祝日の発行≫

　恵那文化センターでは、土・日・

祝日の午前９時から午後５時まで

（１２月２８日から１月３日を除く）

証明書を発行しています。

□内容　住民票、印鑑証明の発行

※本人か同一世帯の方のみ発行。

戸籍や住民票コード入りの住民

票、委任状での発行はできません

≪窓口では本人確認が必要≫

　住民票などの交付申請には、本

人確認が必要です。

□本人確認できる証明書　運転免

許証、パスポート、写真付き住民

基本台帳カードなど

※顔写真付きの証明書がない場合

は、健康保険証、介護保険証、年

金手帳、印鑑登録証などのうち、

２点を提示ください

　　市民課（内線１４１）

問

問

問

問

閲覧申請者 閲覧日 閲覧の目的 閲覧の範囲

防衛省 平成２３年１月１２日～１９日 自衛官募集に伴う広報
市内全域
（平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれ）
（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）

岐阜県 平成２３年８月２４日 県民栄養調査 中野方町　２１世帯

閲覧申請者 閲覧日 閲覧の目的 閲覧の範囲 委託者

㈳新情報センター
事務局長 平谷伸次

平成２２年１１月１９日
青少年のゲーム機などの利
用実態調査

大井町
（満１０歳以上１７歳未満）

内閣府

㈳日本リサーチセンター
代表取締役 鈴木稲博

平成２２年１１月２９日
生活意識に関するアンケー
ト調査

長島町（平成３年１月３１日
以前生まれ）

日本銀行

㈳岐阜タイム・エージェ
ント代表取締役 丹野一成

平成２２年１２月１６日
第３３回県政世論調査・県
政モニター抽出

長島町（正家、久須見）
大井町・東野・武並町竹折
在住の満２０歳以上

岐阜県

㈱ビデオリサーチ
代表取締役 若杉五馬

平成２３年１月１８日 全国たばこ喫煙者率調査
笠置町
（大正１０年５月１日～平成３
年４月３０日生まれ）

日本たばこ
産業㈱

㈳岐阜タイム・エージェ
ント代表取締役 丹野一成

平成２３年４月１９日
第３４回県政世論調査・県
政モニター抽出

市内全域
（満２０歳以上の男女）

岐阜県

㈳新情報センター
事務局長 平谷伸次

平成２３年１０月１８日
携帯電話の利用に関する調
査

山岡町
（１２歳以上６９歳未満）

中央大学

㈳中央調査社
会長 中田正博

平成２３年１０月２０日
情報とメディア利用につい
ての調査

岩村町（１６歳以上）
ＮＨＫ放送文
化研究所

時間外や休日にも証明書を発行
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申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略



　□
対
象　

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の

男
子（
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）

□
締
め
切
り　

平
成
２４
年
１
月
６

日
㈮

□
１
次
試
験　

平
成
２４
年
１
月
１４

日
㈯

□
２
次
試
験　

平
成
２４
年
１
月
下

旬□
合
格
発
表　

平
成
２４
年
２
月
１７

日
㈮

□
推
薦
試
験　

▽
締
め
切
り
＝
１２

月
１６
日
㈮　

▽
試
験
日
＝
１
月
上

旬□
学
生
生
活　

全
寮
制
で
寮
費
や

食
費
、
制
服
な
ど
は
無
料
で
す
。

特
別
職
国
家
公
務
員
と
な
り
、
月

額
９
４
９
０
０
円
（
他
に
ボ
ー
ナ

ス
年
２
回
）
の
生
徒
手
当
が
あ
り

ま
す
。

　シアター恵那１２月の開催情報

　　　　　　　　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□ウインターシリーズ　１２日㈪、１４日㈬～１６日㈮
□年末特別シリーズ　２７日㈫～３１日㈯
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬は、全レース発売します。他の地方競
馬を発売する日もあります。大井競馬、川崎競馬を
ナイターで発売する日もあります。

市の人口（１１月１日現在）

総数　５４，８２３人（－５４）

  男　  ２６，５２６人（－２２）

  女　  ２８，２９７人（－３２）

世帯　１９，３０５世帯（＋１）

（　）内は前月との比較

市内の火災（１０月）

建物　１件（ 6 件）

その他　3 件（22 件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１０月）

人身事故１９件（１４１件）

物損事故１３４件（１,４１０件）

負傷者２３人（１７４人）

死者　０人（３人）

（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１０月）

１８０回（１，７９７回）

（　）内は１月からの累計

□
そ
の
他　

他
の
高
校
と
の
併
願

受
験
が
可
能
で
す
。
合
格
し
て
も

県
立
高
校
の
合
格
発
表
後
ま
で
保

留
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

自
衛
隊
恵
那
地
域
事
務

所
志
２
６
―
４
３
１
０

　

中
高
年
の
方
へ
就
職
活
動
の
進

め
方
や
自
己
ス
キ
ル
の
確
認
、
書

類
作
成
な
ど
の
具
体
的
な
講
座
で

す
。

□
と
き　

１１
月
２４
日
㈭
午
前
９
時

―
午
後
３
時
４０
分

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津
川

研
修
室
Ｃ

□
定
員　

１２
人
（
事
前
予
約
制
、

先
着
順
）

□
対
象　

６５
歳
以
下
の
方

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証（
受
給
中
の
方
）

　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

志
０
５
７
３
―
６
５
―
０
９
８
８

み
ん
な
の
掲
示
板

問

募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
生
徒

　

笠
置
町
で
は
、
町
の
特
産
品

で
あ
る
ユ
ズ
を
生
か
し
た
笠
置

ふ
る
さ
と
ゆ
ず
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き　

１１
月
２６
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
５
時
、
２７
日
㈰
午
前

９
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

笠
置
コ
ミ
セ
ン

□
と
き
・
内
容　

▽
２６
日
・

２７

日
＝
ユ
ズ
の
販
売（
詰
め
放
題
）、

公
民
館
活
動
の
発
表
や
作
品
展

示▽
２７
日
＝
ユ
ズ
積
み
競
争
な
ど

の
面
白
イ
ベ
ン
ト
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
、
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど

　
　

笠
置
ふ
る
さ
と
ゆ
ず
祭
り

実
行
委
員
会
（
笠
置
振
興
事
務

所
内
）
志
２
７
―
３
１
５
５

□
と
き　

１２
月
４
日
㈰
正
午
開

演
（
午
前
１０
時
開
場
）

□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー（
山
岡
コ
ミ
セ
ン
）

□
演
目　

蟇が
ま

妖よ
う

術
じ
ゅ
つ

瀧た
き

夜や

叉し
ゃ

姫ひ
め 

（
筑
波
山
岩
屋
の
場
）、
寿
式
三

番
叟そ

う

、
伊
達
騒
動
記
（
絹き

ぬ

川が
わ

堤
つ
つ
み

の
場
）、
南
部
坂
雪
の
別
れ

□
協
力
券　

１
０
０
０
円
（
山

岡
振
興
事
務
所
、
山
岡
コ
ミ
セ

ン
で
販
売
中
）

　

   

山
岡
コ
ミ
セ
ン
志
５
６
―

２
６
１
８　

□
と
き　

１２
月
４
日
㈰
午
前
９

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
駅
前
広
場

□
内
容　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
販

売
、
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
の
屋
台

村
（
豚
汁
な
ど
）、
た
ん
ぽ
ぽ

太
鼓
ほ
か

□
そ
の
他　

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
さ

わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
　

恵
那
中
央
通
り
商
店
街
振

興
組
合
志
２
５
―
１
４
３
１

□
と
き　

１２
月
１１
日
㈰
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

市
民
会
館
、
中
コ

ミ
セ
ン

□
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
、
恵
那
の
ま
つ
り
太
鼓
、

安
売
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
バ
ザ
ー
用
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
電
話

い
た
だ
け
れ
ば
集
荷
に
伺
い
ま

す
。
日
時
は
、
後
日
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

　
　

恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
志

２
６
―
４
３
５
６

　

そ
ば
打
ち
を
マ
ス
タ
ー
し
て

こ
と
し
は
、
手
作
り
そ
ば
で
年

越
し
は
い
か
が
で
す
か
。

□
と
き　

１２
月
１７
日
㈯
午
前
９

時
半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

関
戸
会
館
（
大
井

町
）

□
料
金　

▽
会
員
＝
無
料　

▽

非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

□
締
め
切
り　

１２
月
９
日
㈮

　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０
０

６
８

問

問

問問

問

□
と
き　

１２
月
１８
日
㈰
午
後
１
時

半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
３
階

□
テ
ー
マ　

災
害
時
の
た
め
の
予

備
知
識
・
心
得
と
準
備

□
講
演　

▽
講
師
＝
①
牛
山
素
行

氏
（
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン

タ
ー
准
教
授
）
②
辻
村
豊
氏
（
気

象
庁
岐
阜
地
方
気
象
台
長
）
▽
内

容
＝
①
近
年
の
豪
雨
災
害
と
防
災

情
報
を
め
ぐ
る
課
題　

②
近
年
の

防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て

□
料
金　

無
料

□
定
員　

１
０
０
人

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
む

　
　
　
　

学
校
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
５
２
）

　

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、

障
が
い
は
誰
に
で
も
生
じ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
に
よ
る

不
自
由
さ
は
あ
っ
て
も
、
周
囲
の

理
解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の

実
現
は
、
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始

ま
り
ま
す
。　
　

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
６
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
を

通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で

す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

□
受
付
期
間　

平
成
２４
年
２
月
２９

日
㈬
ま
で

※
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

t

tp
://w

w
w

.o
u

j.ac
.jp

/

）
か
ら
受

け
付
け
で
き
ま
す

【
大
学
説
明
会
】

□
と
き　

１２
月
１０
日
㈯
、
平
成
２４

年
１
月
１４
日
㈯
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ

み
（
多
治
見
市
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　

放
送
大
学
多
治
見
分
室

志
０
５
７
２
―
２
４
―
６
３
０
９

募
集

笠
置
ふ
る
さ
と
・
ゆ
ず

祭
り

恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

ま
つ
り

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

シ
ク
ラ
メ
ン
ま
つ
り
を

開
催

案
内

災
害
の
知
識
を
学
ぶ
防
災

教
育
講
演
会

第
１７
回
山
岡
歌
舞
伎
公
演

が
ん
ば
る
中
高
年
！
就
活

応
援
セ
ミ
ナ
ー

放
送
大
学
の
４
月
生

１２
月
３
日
松
か
ら
９
日
晶

は
「
障
が
い
者
週
間
」

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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